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１．はじめに 

 本校は岡山県南部の観光地として知られている

倉敷市に位置し、昭和２３年に設置された岡山青

年師範学校付属高等学校を発端とし、昭和２６年

３月に岡山県立倉敷至誠高等学校日吉分校並びに

同校夜間部定時制課程を統合し開校した４年制夜

間定時制高校である。かつては、多くが社会人と

して働きながら学ぶ勤労青少年のための学校であ

ったが、近年ではマイペースで学びたい生徒や、

中学校までの教育の中では自分の能力や適性を十

分に生かすことが困難で本校で学び直そうとする

生徒がほとんどである。 

 校内のＩＣＴ環境といえば平成２２年度に、全

普通教室に短焦点型プロジェクターが設置され、

また校内無線ＬＡＮの設備もあり、授業の中でＩ

ＣＴ機器を使いやすい環境にある。 

 

２．研究の目的 

 本校は、夜間定時制高校であり、多様な生徒が

入学してきている。小・中学校時に、不登校もし

くは登校しても教室に入ったことがないなどの経

験を持つ生徒も少なくない。そのため、他者との

コミュニケーションに苦手意識を持っており、他

者と主体的に関わったり話をしたりしようとする

態度が育っていない。したがって、情報の送り手

・受け手として相手と正確に情報をやり取りする

ための表現力や読解力が不足している。また生徒

の意識調査のために、最初の授業でＡ．自分のこ

とについて、Ｂ．周囲とのかかわりについて、Ｃ．

倉敷について、Ｄ．ＩＣＴ活用についてのそれぞ

れの項目について４件法と自由記述によるアンケ

ートを実施した。その結果、「私は人から必要と

されている」「私は役に立つ人間だと思う」とい

う質問項目で肯定的回答をした生徒が少なく、自

己肯定感が低い生徒が多いことがわかった。 

 本研究では、生徒が他者と繰り返しコミュニケ

ーションをとる機会を設けた。そして、生徒自身

が計画を立て表現活動を行うことで、社会を構成

する一員としての態度を身につけさせようとした。

主体的に相手に関わったり、相手の意図を理解し

ようしたりする社会性を養い、自己肯定感と自ら

のコミュニケーション力を高めることを本研究の

目的とした。 

 

３．研究の方法・内容 

本研究では、学校設定教科・科目「社会科学入

門」を中心に実践を行った。「社会科学入門」で

は、「社会科学の学習に必要な基礎的リテラシー

と知識を習得」することを主眼に置き、資料の活

用能力、思考能力、表現能力の育成を目指してい

る。そして、本研究では、この「社会科学入門」

の中で「コミュニケーション力の育成」を図ると
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いうことで、地域のＣＭ制作を行うこととした。

ここで言う「コミュニケーション力」とは、①自

分の考えを表現する力、②他者の考えを聞く力、

③双方の妥協点を導き出そうとする態度を持つ力

とする。これらを踏まえて、以下のように研究を

行った。 

 倉敷の代表的な観光地である美観地区に関する

ＣＭ制作を実施する。生徒を６～８名のグループ

に分け、ディレクター、サブディレクター、企画

班、撮影班、編集班の役割分担を行う。美観地区

に一度も行ったことのない生徒もいるため、制作

に入る前に美観地区に行き下調べを行わせる。 

 

その後、必要に応じて商店や施設と打ち合わせ、

撮影、編集作業に入る。仮完成した作品(以下ＣＭ

プロトタイプという)を生徒同士で批評させ、また

協力していただいた商店の方にも見ていただき、

修正が必要な点を見つけ、再度編集作業を行う。

映像制作の基本的な知識については、一連の流れ

を説明し、作業の場面に応じてその都度授業で学

習させた。最終的に完成したＣＭは本校や、協力

していただいた商店のホームページにて公開する。

「商店・施設の担当者と打ち合わせ」→「ＣＭ作

成」→「ＣＭについての評価」→「ＣＭの修正」

というＰＤＣＡサイクルを繰り返すことにより、

ＣＭの完成度を高めていくとともに、コミュニケ

ーションに必要な能力と社会性を身に付けさせる。

本研究の評価については、授業の事前事後におけ

る生徒のコミュニケーションに関する意識調査  

（四件法）や自由記述方式で生徒の事前事後の意

識の変化を分析するテキストマイニングにより行

うものとする。 

 

４．研究の経過 

【事前学習】 

 ＣＭ制作に入る前に、社会科学の学習に必要な

基礎的リテラシーと知識を習得させるために、地

図の読み方や簡単な地形学習を行った。その中の

教材として、地域の地図を用い、ＣＭ制作をする

上での予備知識を身に着けさせた。 

ＣＭ制作では、まずｉＰａｄやディジタルカメ

ラ、ディジタルビデオカメラによる撮影技術、機

器使用方法の習得と倉敷やＣＭ対象である美観地

区の歴史についての学習を並行して行った。 

ＣＭの撮影には、ディジタルカメラ５台とディ

ジタルビデオカメラ１台を用いた。ディジタルカ

メラは、主に散策およびロケーションハンティン

グに用い、ビデオカメラは、本編の撮影に使用し

た。ディジタルカメラ、ディジタルビデオカメラ

ともに生徒の使いやすさを第一に考え、エントリ

ーモデルで軽量なものを使用したため、操作を習

得するための時間はさほど要さなかった。 

倉敷市や美観地区の歴史学習では、一斉授業の

形式だけにならないように注意し、グループ活動

でＫＪ法による地域のイメージの共有化を生徒同

士で図った。また、生徒個人で美観地区について

のレポートを作成した後、プレゼンテーションを

行い生徒同士で評価しあうことで、相手を意識し

た情報伝達の重要性を認識させた。こうした、活

動を 4月から 5月にかけて行った。 

 

【ＣＭ制作活動】 

 ６月に入り、実際にＣＭ制作に向けて班編成を

行った。夜間定時制であることから、撮影が可能

な昼間の時間帯では仕事のある生徒が多い。また、

編集作業に使用する編集ソフト「ロイロスコープ
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２」は、本校サイエンス部が地域への開放講座な

どで使用していることもあり、使用に慣れている

生徒もいたことから、それらをふまえた上でグル

ープ分けを行った。そして、美観地区探索から班

別に企画会議を実施し、ＣＭ作成する商店・施設

の候補を決めた。商店・施設の交渉には教員も関

わりながら行っていったが、交渉に伺った全ての

商店・施設に了承していただいた。 

その後、班別作業に移り、企画班による絵コン

テ制作、撮影班によるロケハン、編集班による編

集ソフトの使用法の習得を行っていった。企画の

段階で絵コンテを作成する際、撮影した素材を確

認するために用いたのがｉＰａｄである。パソコ

ンで、素材を確認することも可能だが、ｉＰａｄ

は、写真の拡大や選択も容易で、ｉＰａｄを囲ん

での話し合いも行いやすいという利点もあり、企

画をする際に力を発揮した。企画をある程度進め

た夏休み前に、福山大学三宅正太郎教授に絵コン

テに関しての助言と撮影技法の講義をしていただ

く予定であったが、当日暴風警報で臨時休校とな

ってしまい、教員向けの研修という形で実施した。

このため、９月に入り、教員で各グループに対し

て企画案へアドバイスを出す形となり、計画が遅

れることとなった。 

しかし、ここでもう一度企画を練り直す時間を

設けたことで、情報を発信するだけでなく、情報

の受け手のことも考えてＣＭを作る必要性に気付

かせることができた。そして、９月中旬までに各

グループの絵コンテが完成し、それぞれ商店・施

設へ説明し、制作への意見をいただいた。この間、

授業では毎時間各グループごとに企画会議を行う

ことで、各班ごとの進行、さらに、ＣＭイメージ

の共有化などを図ることができた。 

１０月上旬には多くのグループが撮影を終わり、

その時期に、著作権について触れた。実際に、編

集作業と同時に撮影班では、音源集めやテロップ、

ナレーションなどを行う必要があり、著作権につ

いて触れおく必要がでてきたからである。音源に

関しては「ＮＨＫクリエイティブライブラリー」

から著作権フリーのものから選んだ。また、クラ

スごとに各グループのＣＭを見て生徒同士がアド

バイスを出し合い、それも参考にしながら、１１

月上旬までにはすべてのグループでＣＭプロトタ

イプが完成した。ＣＭプロトタイプは商店・施設

へ見ていただき、意見をいただいた。 

 

１２月に山陽新聞社編集局メディア報道部の赤

田貞治部長に、専門家の目から見た各グループの

ＣＭへの助言をいただき、それらを元に１月に完

成版の制作に入り、３月に各商店・施設へ完成版

を見ていただいた。 

 

【公開】 

 生徒たちが作成したＣＭは様々な場面で公開す

ることができた。絵コンテの段階では、第７回福

山大学高校生ＣＭコンテスト絵コンテ部門で奨励

賞をいただいた。１１月には、岡山市で「第２２

回全国産業教育フェア岡山大会」が開催され、本

 
iPad とパソコンを使っての編集作業 

美観地区での撮影 
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校もブースを出店した。 

 

そこで、プロトタイプの段階ではあったがＣＭ作

品を放映した。その結果、多くの人の目に触れる

ことになるとともに、制作に向けての目途が立ち、

生徒が意欲的に取り組むことができた。１２月に

は山陽新聞ＷｅｂＮｅｗｓに取り上げていただき、

生徒が制作した作品の中から２作品が公開された。

また、授業でのＣＭ制作活動を土台に、４人の生

徒が「岡山まちの夢学生アイデアコンテスト」に

「倉敷ＣＭコンテスト～きらりと光れ倉敷市、Ｃ

Ｍ作ってまちおこし～」と題して、倉敷市を題材

として、地域、商店、専門家がつながりを作るき

っかけになるＣＭコンテストを開催するという企

画を提案し応募したところ、優秀賞を頂いた。自

分達の企画を発表することを通して、ＣＭ制作の

取り組みを多くの方々に知っていただくことがで

きた。１月に本校で開催したＩＣＴ活用授業研究

会で、ＣＭ制作活動の様子を岡山県内の教員、企

業からの参加者に見ていただき、多くのご意見を

いただいた。 

 今年度、作成したＣＭ作品は、現在本校ホーム

ページにて公開している。 

 

５．研究の成果と今後の課題 

【研究の成果】 

まず１つ目は、地域の中で生徒のコミュニケー

ション力を育成していくためにＣＭ制作活動をと

ることができる環境がつくれたことがあげられる。

今回、特別な機器を使用せず、生徒にとって身近

な機器や、使い慣れたものを使用しての作業であ

ったことで、互いに教えあったり、制作に向けて

助け合う様子が多々見られた。 

 ２つ目は、相手の立場に立って、自分の考えを

表現できる生徒が増えたことである。ＣＭ制作を

経験することで、これまでは情報を受け取る側で

あったのが、情報を発信する側の立場も経験する

ことができた。そのことから、相手に自分が持っ

ている情報を伝えるためにはどうすればよいのか、

どう表現すればよいのか考えるようになってきた。

また、制作活動に入ってからは、企画会議や、商

店との打ち合わせを頻繁に行った。その中で、表

現の仕方により、伝わり方が変わることを経験す

るとともに、正しい表現の仕方を知ることができ、

それを他の場面で活用できるようになった。 

 ３つ目は、社会・地域とのつながりを持つきっ

かけとなったことである。本校の生徒の様子は前

述したが、今回のＣＭ制作活動により、商店・施

設や地域の人との関わりを持ったことが、生徒達

の自信になり、様々な形で社会参画を行おうとす

る生徒が出てきた。また、生徒たちの多くは、こ

の活動を行うまでは倉敷美観地区には自分たちの

ような若い世代が行く商店・施設があまりないと

考えていたが、近年、若い世代を集客するために、

行政・地域一体となって開発を行っていること知

り、実際にそうした商店・施設に行き、そこで説

明を受けることで、美観地区への興味・関心が高

まり、休日に美観地区に遊びに出かけたり、美観

地区でアルバイトを始めたりする生徒もでてきた。 

 

【今後の課題】 

 まず第一には、地域との交流の機会に班によっ

て差が出てしまったことが挙げられる。今回、美

観地区の商店・施設という条件以外は特に制限は

しなかった。そのため、班ごとで取り上げる商

店・施設選びに時間差が生まれたり、企画に差が

出てしまい、商店・施設との打ち合わせがあまり

 
第２２回全国産業教育フェア岡山大会での本校ブース 
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出来なかった班もでてきた。こうしたことを防ぐ

ためには、今年度は自由に生徒に施設や商店を選

ばせていたが、次年度以降はある程度教員側で商

店・施設を決めておきその中から選ぶ、商店・施

設側から依頼を受けてＣＭ制作を行うといった仮

定を作った上で制作を行うなどの条件付けを行い、

商店・施設を選び上げやすい状況を作る必要があ

ると考える。 

 次に生徒の制作活動に対する意欲をどう維持さ

せていくかという課題である。今年度は、６月か

ら１月までと長期間にわたって制作活動を行った。

また生徒たちが作成したＣＭを公開する機会が限

定的になってしまったことで、生徒たちのＣＭ制

作への意欲を欠いてしまうことになってしまった

のではないかと考えている。次年度以降は２学期

に集中して制作活動を行い、また公開の機会も本

校ホームページだけでなく、外部の機関にも依頼

し、より多くの方々にＣＭを目にして頂き、ご意

見を頂くことで生徒の意欲を持続させたい。 

 最後に、この活動の評価をどうするのかという

課題がある。今年度は、ポートフォリオによる評

価を行ったが、コミュニケーション力の向上とし

てふさわしい評価方法であるか疑問が残った。評

価方法についても、今後の課題として研究を続け

ていく必要がある。 

 

６．おわりに 

前述したように、本校はＩＣＴ機器を利用する

環境が比較的整っている。しかし、ＩＣＴ機器は

あくまでツールであり、教育効果がみられる活用

法が必要である。本研究の目標は、ＩＣＴ機器を

活用しながら地域学習を通して生徒のコミュニケ

ーション力を育んで行くことである。ＣＭ制作の

ために、地域の方々と連携し、企画会議を繰り返

すことで、相手の立場に立ったコミュニケーショ

ンの在り方を学んでいったことは大きな成果であ

った。 

 また、本研究の実践は他教科でも活用された。

英語科では、ｉＰａｄを利用して英語ミニ番組を

作り、発音練習などを行っていた。体育科では、

生徒の身体の動きを撮影し、フォーム矯正に活用

した。商業科では、伊東香織倉敷市長に出演して

いただいたミニ番組を制作し、第２２回全国産業

教育フェア岡山大会で放映した。また、授業以外

でも生徒会執行部が学校紹介や卒業生のための動

画制作が行われていたことも本研究がきっかけと

なっており、効果があったと思われる。 

 こうした実践を一つ一つ積み上げていくととも

に、今後はＹｏｕＴｕｂｅでの公開やＦａｃｅｂ

ｏｏｋの活用などを模索しながら公開の場を広げ

ていきたい。そのためにも、本研究を基礎としな

がら、今後も、発展的な活用を検討していくとと

もに、勉強会や各種研究会にも積極的に参加して

研修を重ねながら、ツールとしてのＩＣＴ機器の

可能性を教員同士が連携を取りながら追求してい

きたい。 

 最後に、本研究にあたって協力していただいた

多くの先生方、また研究機会を与えていただいた

パナソニック教育財団に感謝を表わしたい。 

 

 


